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松
代
藩
第
六
代
藩
主
真

幸
弘
の
遊
び
心

は
じ
め
に

長
野
市
松
代
町
の
真
田
宝
物
館
に
は
、
松
代
藩
富
一
〈
田
家
代
々
の

関
連
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
第
六
代
藩
主
真
田
幸

弘
を
取
り
上
げ
る
。
幸
弘
は
元
文
五
年
（
一
七
四

O
）
松
代
で
生

ま
れ
、

（
一
七

か
ら
寛
政
一

O
年

二
・
二
二
歳
）

暦

七
九
八
・
五
九
歳
）
ま
で
、

四
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
藩

（
一
八

五
）
江
戸
で
死
去
し

主
の
座
に
あ
っ
た
。
文
化
一
一
一

て
い
る
。
享
年
七
六
歳
で
あ
る
。
幸
弘
の
肖
像
闘
は
真
田
家
菩
提

点
寸
長
国
寺
（
松
代
町
）
に
伝
来
し
、
宝
物
館
に
は
な
い
。
そ
の
代

わ
り
、
虎
頭
の
衣
冠
束
帯
図
が
伝
来
す
る
。
親
し
み
を
こ
め
て
タ

イ
ガ

i
マ
ス
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
画
像
参
照
）
。
箱
書
に
は

「
幸
弘
御
生
年
甲
乙
七
ツ
白
虎
之
図
」
と
あ
る
。
制
作
年
代
不
詳

で
あ
る
。日

本
文
学
会
誌

第
二
十
八
号

平

寺本

香

『
日
本
国
語
大
辞
典
い
に
よ
る
と
「
七
つ
目
い
と
は
「
七
つ
自

の
干
支
い
の
略
で
あ
り
、
「
七
つ
目
の
干
支
」
の
項
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
る
。

自
分
の
干
支
か
ら
数
え
て
七
番
目
に
あ
た
る

午
」
「

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
が

定
し
て
お

と
未
」

織

七ツ目虎之図（真田宝物館画像提供）
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松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
遊
ぴ
心
（
平
林
）

り
、
こ
れ
を
絵
に
し
て
身
近
に
置
く
と
幸
運
を
招
く
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
。
七
つ

か
の
え
さ
る

幸
弘
は
庚
申
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
申
か
ら
数
え
て
七
つ
自
の

干
支
は
「
寅
」
で
あ
る
。
幸
弘
は
、
な
ぜ
、
虎
そ
の
も
の
の
絵
で

は
な
く
、
自
分
の
顔
を
虎
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
こ
の
絵
に

ど
ん
な
思
い
を
込
め
た
の
か
。
ど
ん
な
幸
運
を
招
き
ょ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
を
、
幸
弘
の
治

世
・
処
世
の
面
や
干
支
の
特
徴
の
面
か
ら
考
え
、
こ
の
虎
図
に
幸

弘
の
為
政
者
と
し
て
の
「
遊
び
心
」
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
幸
弘
の
治
世
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
簡

単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

幸
弘
の
文
治
政
策

真
田
家
は
、
第
三
代
真
由
信
之
の
時
代
、
元
和
八
年
（
一
六
二

一
二
、
上
田
か
ら
松
代
に
移
封
さ
れ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
折
、
父
・
昌
幸
（
真
国
家
第
二
代
）
ど

次
男
・
信
繁
（
幸
村
）

に
、
長
男
・
信
之
は
東

は
西

に
つ

き
、
父
子
・
兄
弟
が
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
。
信
之
は
「
信

幸
」
で
あ
っ
た
が
、
父
と
の
縁
を
断
つ
た
め
に

に
改
め
た
。
こ
の
と
き
の
英
断
に
よ
っ
て
、
真
由
家
は
十
代
に
及

ん
で
松
代
領
を
治
め
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
江

戸
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
川
柳
に

も
、
「
六
文
の
兄
弟
忠
と
義
に
別
れ
」
（
誹
風
柳
多
留
）
、
「
兄
弟
で

身
ご
ろ
を
分
け
る
真
田
縞
」
（
同
前
）
、
「
兄
弟
を
敵
と
味
方
に
す

を
「
之
」

る
親
一
ご
（
雨
の
落
ち
葉
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
し
、
繰
り
返

し
歴
史
小
説
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

幸
弘
が
藩
主
だ
っ
た
項
、
ど
の
藩
も
、
天
災
被
害
・
冷
害
に
よ

- 2 -

る
凶
作
と
、
江
戸
参
府
費
用
・
藩
邸
維
持
費
・
土
木
関
係
の
御
用

事
業
費
拠
出
等
に
よ
る
出
費
の
増
大
に
よ
り
、
財
政
難
に
陥
っ
て

い
た
。
松
代
落
で
も
信
之
が
残
し
た
莫
大
な
遺
産
も
底
を
つ
き
、

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
日
光
大
地
震
に
よ
る
東
照
宮
修
復
、
宝

永
四
年
（
一
七

O
七
）
富
士
山
噴
火
に
よ
る
東
海
道
旅
宿
・
堤
防

復
旧
、
正
徳
一
冗
年
（
一
七
一
二
朝
鮮
通
信
使
饗
応
（
浅
草
寺
）

と
巨
額
の
拠
出
が
続
い
て
財
政
は
逼
迫
し
、
国
元
で
は
千
曲
川
の

氾
濫
が
頻
発
し
、
領
民
は
疲
弊
し
て
い
た
。
幸
弘
が
、
父
・
第
五

代
藩
主
信
安
の
早
逝
に
よ
り

三
歳
で
家
督
を
継
い
だ
と
き
、
財



政
立
て
直
し
は
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
。

幸
弘
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七

七

八
歳
の
と
き
、
藩
政
改

草
の
担
い
手
と
し
て
恩
田
木
工
守
民
親
を
勝
手
係
に
登
用
し
た
。

恩
田
は
、
宝
暦
の
改
革
と
し
て
、
年
貢
の
月
割
上
納
制
、
倹
約
の

徹
底
、
浪
人
・
旅
芸
人
の
止
宿
禁
止
、
文
武
奨
励
な
ど
を
断
行
し

（
異
本
・
鳥
龍
の

た
。
恩
田
の
財
政
改
革
に
つ
い
て
は

山
彦
）
』
（
写
本
・
作
者
成
立
年
不
詳
）
に
詳
し
い

o
J
υ
暮
硯
』

は
物
語
仕
立
て
で
名
君
と
し
て
の
幸
弘
公
の
言
動
を
礼
賛
す
る
。

書
か
れ
て
い
る
こ
と
す
べ
て
が
事
実
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

幸
弘
治
世
に
近
い
頃
に
世
一
回
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
日
暮
硯
』
に
は
、
厳
し
い
節
約
と
合
理
的
な
税
の
取
立
て
方

法
を
実
施
す
る
恩
田
が
、
文
武
を
奨
励
し
つ
つ
遊
芸
や
博
突
を
禁

ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
あ
る
。
宝
物
館
に
伝
来
す
る
口

硯
」
の
異
本
「
鳥
龍
の
山
彦
』
に
は
次
の
よ
う
に
世
一
回
か
れ
る
。

此
末
随
分
家
業
油
断
無
く
出
精
致
す
べ
き
は
、
申
す
迄
も
な

そ
り
ゃ
く

け
れ
ど
も
、
家
業
に
う
と
く
、
負
略
成
る
も
の
は
、

の
罪
人
也
。
家
業
に
出
精
し
て
其
余
分
あ
ら
ば
、
分
限
相
応

に
、
楽
し
み
は
い
か
よ
う
な
り
共
苦
し
か
ら
ず
候
間
仕
る
べ

日
本
文
学
会
誌

第
二
十
八
号

く
、
碁
将
棋
双
六
謡
曲
俳
諮
、
扱
は
浄
瑠
璃
三
味
線
の
類
な

ぐ
さ
み
に
な
ら
ば
博
突
な
り
共
、
好
み
た
る
事
を
し
て
楽
し

む
が
よ
し
、
さ
り
な
が
ら
博
突
は
天
下
の
御
法
度
な
れ
ば
商

に
は
な
す
べ
か
ら
ず
、
も
し
商
売
に
す
る
者
あ
ら
ば
急
度

曲
事
（
I
処
罰
）
申
し
付
け
候
問
、
此
旨
能
々
申
し
聞
か
せ

て
慰
み
に
の
み
致
す
べ
し
。
惣
じ
て
人
は
分
限
相
応
に
た
の

し
み
が
な
く
て
は
、
精
を
出
し
て
も
面
白
か
ら
ぬ
も
の
也
。

之
に
よ
り
楽
し
み
は
す
べ
し
。
精
は
出
す
べ
し
。
其
上
第

に
神
仏
を
信
仰
す
る
心
な
き
者
は
、
災
難
多
き
も
の
な
り
。

3 -

之
に
よ
り
神
仏
を
信
じ
て

（1
こ
の
世
と
あ
の
世
）
を

祈
る
べ
し
。

家
業
に
精
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
分
限
相
応
の
楽
し
み
と
し

て
、
囲
碁
将
棋
、
双
六
、
俳
話
、
謡
曲
、

さ
ら
に
は
、
博

突
で
あ
っ
て
も
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
楽
し
む
よ
う
に
と

い
渡

し
て
い
る
o

「
天
下
の
御
法
度
」
で
あ
る
博
突
を
、
金
儲
け
の
た

め
で
は
な
く
楽
し
み
と
し
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
か
ま
わ
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
神
仏
へ
の
信
仰
心
を
前
提
と
し
て
、
「
楽
し
み
は

す
べ
し
。
精
は
出
す
べ
し
」
と
物
心
の
ゆ
と
り
を
大
切
に
し
た
考



松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

え
方
で
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

や
が
て
、
改
革
が
進
む
と
「
領
内
の
風
儀
も
自
然
改
ま
り
」
盗

人
な
ど
も
い
な
く
な
っ
た
と
書
か
れ
る
。
恩
田
自
ら
質
素
倹
約
を

実
践
、
武
芸
・
学
問
に
精
励
し
、
神
仏
へ
の
信
仰
が
厚
く
、
「
殿

へ
も
治
世
乱
世
共
に
文
武
の
両
道
は
、
武
士
た
る
者
の
常
の
た
し

な
み
に
て
御
座
候
へ
ば
、
片
時
も
怠
り
給
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
提
言

し
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
家
中
の
雰
囲
気
が
刷
新

さ
れ
た
と
書
か
れ
る
。

之
よ
り
、
上
の
好
む
と
こ
ろ
下
又
此
の
如
く
、
松
代
の
御
家

中
は
幼
少
の
子
供
等
迄
も
誰
教
ふ
る
と
な
し
に
文
武
両
道
を

は
げ
み
、
制
せ
ね
ど
も
悪
事
を
働
く
も
の
な
け
れ
ば
、
自
ら

御
家
中
も
裕
福
に
な
り
、
君
の
御
身
代
も
た
ち
ま
ち
立
直

り
、
五
ヶ
年
も
立
た
ぬ
う
ち
に
大
分
御
金
も
出
来
、
御
領
分

へ
も
利
安
に
て
拝
借
金
な
ど
出
し
候
故
、
自
然
と
御
領
分
も

豊
か
に
成
り
、
諸
人
安
楽
に
暮
し
け
る
と
な
り
。
（
中
略
）

明
け
六
ツ
よ
り
夜
四
ツ
時
迄
色
々
稽
古
、
品
替
れ
ば
退
屈
も

せ
ず
、
皆
々
出
精
専
一
と
す
。
之
よ
り
一
家
中
は
子
供
迄
も

諸
芸
に
達
し
た
る
人
多
し
と
か
や
、
き
れ
ば
博
突
な
ど
は
赦

さ
れ
居
れ
ど
、
左
様
な
る
事
を
す
る
隙
に
外
の
稽
古
せ
ね

ば
、
辱
か
し
め
を
う
け
る
故
、
誰
制
せ
ね
ど
自
然
と
止
み
、

も
の
い
り

御
家
中
に
不
益
の
物
入
な
く
、
者
が
ま
し
き
事
な
く
、
諸
芸

を
の
み
心
掛
る
故
、
盗
を
す
る
者
、
殿
の
目
を
掠
め
る
者
な

し
と
な
り
。

誇
張
さ
れ
た
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、
思
田
が
重
要
視
し
た
施

策
の
ひ
と
つ
に
学
問
奨
励
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
学
問

に
よ
る
意
識
改
革
に
よ
っ
て
、
人
々
に
何
が
重
要
で
何
が
不
要
で

あ
る
か
を
判
断
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
上
か

ら
の
命
令
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
自
主
的
に
行
動
を
律
す
る
態
度

が
浸
透
し
て
い
き
、
言
わ
れ
な
く
て
も
賛
沢
を
し
た
り
盗
み
を
は

た
ら
い
た
り
、
不
正
を
行
っ
た
り
す
る
も
の
が
居
な
く
な
っ
た
と

ぃ、っ。こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
松
代
藩
が
出
し
た
家
中
へ
の
文
武
奨

励
の
触
れ
書
の
こ
と
ば
に
も
表
れ
て
い
る
。

松
代
藩
『
日
記
繰
出
』
に
よ
る
と
、
幸
弘
時
代
に
は
二
二
回
の

武
芸
お
よ
び
学
問
奨
励
の
た
め
の
藩
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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O
宝
暦
三
年
（

七

一
一
一
）
七
月

向
後
御
家
中
之
武
芸
折
節
可
被
遊

迄
は
家
老
共

ツ
ツ
可
致
御
臣室と

見
ヒこA
臼

且

御
入
部

ケ
年

覧
旨
相
触

O
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

一O
月

御
家
中
諸
士
武
芸
為
出
精
、
向
後
大
御
門
外
御
用
屋
敷
之
内

稽
古
所
御
借
被
成
下
候
問
、
申
合
稽
古
日
立
罷
出
候
様
相
触

御
家
中
諸
士
之
内
武
芸
令
探
怠
遊
芸
を
専
に
好
候
者
も
相
関

不
時
付
、
自
今
於
相
間
は
可
被
及
び
御
沙
汰
旨
演
説
申
渡

御
家
中
之
面
々
儒
学
講
談
承
度
面
々
ハ
菊
池
千
裁
方
江
罷
出

承
候
様
被

仰
出

O
宝
暦
一
四
年
（
一
七
六
四
）

文
武
出
精
候
様
御
家
中
江
被

一一口汀
仰
出

O
安
永
六
年
（
一
七
七
六
）
五
月

武
術
・
学
問
等
無
様
怠
出
精
心
懸
官
一
者
も
相
関
候
得
供
、
大

勢
之
内
ニ
は
不
精
之
者
有
之
付
一
芸
た
り
と
も
達

仰
出
演
説

御
聴

程
之
儀
相
噌
候
様
被

O
天
明
七
年
（

七
八
七
）
八
月

文
武
之
道
井
文
学
・

・
天
文
学
其
外
芸
術
当
時
致
出
精

日
本
文
学
会
誌

十
八
号

候
者
免
許
目
録
等
得
者
、
名
前
・
年
齢
等
書
出
候
様
従

／？、
p、

仰
出
相
触
之

幸
弘
が
家
督
を
相
続
し
た
翌
年
の
宝
暦
コ
一
年
（
一
七

は
、
幸
弘
が
松
代
に
入
部
の
際
は
「
家
中
之
武
芸
」
を
ご

る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
家
老
が
年
に
三
度
ず
つ
藩
士
た
ち
の
武
芸

一
一
一
）
にな

る
と
発
令
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
武

が
奨
励
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
学
問
や
文
事
に
は
触
れ
ら
れ

の
よ
う
す
を

て
い
な
い
。
幸
弘
が
藩
主
就
任
後
松
代
に
初
め
て
入
部
す
る
の
は

に
υ

宝
麿
六
年
（
一
七

一
七
歳
の
と
き
で
あ
る
。

幸
弘
以
前
に
は
、

八
七
）

仰
出
」
、
元
文
三

・
兵
法
・
乗
馬
指
南
井
稽
古
之
儀
付

の
稽
古
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

〆’画自＼、

一
一
月
に
「
諸
士
武

芸
心
掛
武
具
随
分
量
相
暗
候
様
被

（
一
七

三
八
）
九
月
に

被
仰
出
有
之
」
と
、

し
か
し
、
宝
暦
七
年
（

七

七
）
に
恩
田
が
勝
手
係
に
登
用
さ

れ
た

。
丹
に
「
大
御
門
外
御
用
屋
敷
内
」
す
な
わ
ち
江

藩
邸
内
の
稽
古
一
昨
に
日
を
決
め
て
出
頭
せ
よ
と
の
触
れ
が
出
さ
れ

る
。
武
芸
を
怠
り
、
遊
芸
ば
か
り
す
る
も
の
は
「
不
均
」
で
あ

り
、
「
儒
学
講
談
」
を
学
び
た
い
の
で
あ
れ
ば
菊
池
千
蔵
（
南
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陽
）
の
も
と
に
行
く
よ
う
に
と
沙
汰
し
て
い
る
。

菊
池
南
陽
は
林
鳳
岡
門
の
朱
子
学
派
で
、
江
戸
藩
邸
の
評
定
所

長
屋
を
漢
学
文
学
館
（
学
問
所
）
と
し
て
、
月
並
講
釈
を
行
っ
た

と
い
う
。
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
「
武
」
に
「
文
」
が
加
わ
っ

て
い
る
。
井
上
敏
幸
に
よ
る
と
、
諸
落
が
重
要
視
し
た
文
武
の
「
文
」

と
は
、
儒
教
思
想
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
宝
暦
一
四
年
（
一
六

八
四
）
に
も
「
文
武
」
に
精
を
出
す
よ
う
に
と
の
発
令
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
安
永
六
年
（
一
七
七
六
）
に
は
「
武
術
・

と
しミ

う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
幸
弘
治
世
三
五
年
目
に

相
当
す
る
天
明
七

（
一
七
八
七
）

に
は
、
「
文
武
之
道
」
と
並

ん
で
、
「
文
学
・

・
天
文
学
其
外
芸
術
」
に
精
を
出
し
免
許

を
得
て
い
る
も
の
は
名
乗
り
出
よ
と
い
う
触
れ
が
出
て
い
る
。
文

武
の
範
囲
が
ぐ
っ
と
広
が
り
、
文
学
と
天
文
学
、
軍
学
が
併
記
さ

れ
て
い
る
。
天
文
学
や

に
は
、
今
日
で
い
う
数
学
・
化
学

物
理
の
要
素
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
芸
術
全
体
に
秀
で
た
も
の
も

称
揚
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
藩
政
を
支
え
る
も
の
が
広
範
な
学
問

と
芸
術
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
、
幸
弘
が
、
大
島
家
太
や
峡
田
菊
堂
ら
の
俳
諸
宗
匠
や
米
翁

（
大
和
郡
山
第
二
代
落
主
柳
沢
信
鴻
）
と
交
流
し
て
点
取
俳
請
に

興
じ
た
り
、
堂
上
歌
人
・
日
野
資
枝
に
和
歌
入
門
を
果
た
し
た
り

し
て
、
文
人
大
名
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
と
関
係

す
る
だ
ろ
う
。
こ
と
に
多
く
の
俳
諸
宗
匠
や
他
家
の
大
名
・
高

家
・
藩
士
・
儒
医
な
ど
と
一
座
す
る
点
取
俳
諸
活
動
を
江
戸
藩
邸

で
も
国
元
で
も
活
発
に
行
い
、
点
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
大
名
俳

人
で
あ
っ
た
こ
と
は
江
戸
時
代
か
ら
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

幸
弘
致
仕
後
に
は
文
武
奨
励
の
触
れ
は
一
回
し
か
出
て
い
な

い
。
財
政
再
建
や
教
育
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
恩
田
は
、

六
年
後
、
改
革
半
ば
に
し
て
病
の
た
め
没
す
る
が
、
幸
弘
は
、
そ

の

い
治
世
を
通
じ
て
、
儒
教
を
は
じ
め
と
す
る
文
理
に
わ
た
る

6 

学
問
を
重
視
す
る
文
治
政
策
を
推
し
進
め
た
藩
主
だ
っ
た
。

ま
た
、
松
代
器
『
日
記
繰
出
』

で
倹
約
令
を
み
て
み
る
と
、

弘
以
前
に
は
、
延
宝
三
年
（

の
「
飢
舘
付
倹
約
被
仰

七
五
三
）

出
」
と
い
う
倹
約
令
を
塙
矢
と
し
て
、
延
享
二
年
（
七
七
五
）

ま
で
の
間
に
二

O
回
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
よ
そ
一
年
に
一
回
の
ペ

i
ス
で
あ
る
。

方
、
幸
弘
時
代
の

暦
三
年
（
一
七

一
一
一
）
か
ら
天
明
八
年
（

の一一一

O
年

七八一一一）

関
に
は
、
九
七
回
の
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
年
に
三
回
以
上

の
割
合
で
あ
る
。



当
時
、
諸
藩
の
中
興
の
祖
と
ニ
一
一
口
わ
れ
る
藩
主
た
ち
は
軒
並
み
倹

約
・
殖
産
興
業
・
文
武
奨
励
を
行
っ
て
い
た
か
ら
、
幸
弘
も
そ
れ

ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
藩
政
改
革
を
推
進
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

教
育
振
興
や
財
政
再
建
に
は
、
藩
政
執
行
部
の
意
識
改
革
や
人

材
刷
新
を
行
い
な
が
ら
、
徳
川
家
の
意
向
を
も
さ
ぐ
る
不
断
の
努

力
と
知
恵
が
必
要
で
あ
る
。
幸
弘
は
、
時
流
を
読
み
な
が
ら
、
心

身
の
健
康
を
保
ち
、
好
学
の
藩
士
に
補
佐
さ
れ
た
藩
主
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
点
取
俳
諮
を
通
じ
て
彼
ら
藩
士
の
み
な
ら
ず
江
戸

庶
民
や
領
民
と
も
身
分
を
超
え
て
交
流
・
情
報
収
集
し
た
。
し
か

し
、
世
継
問
題
が
幸
弘
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
た
。
幸
弘
は
知
恵

を
し
ぼ
っ
て
真
田
家
の
命
脈
を
保
つ
こ
と
に
な
る
。

真
田
家
の
世
継
問
題

ど
の
藩
も
一
家
の
存
続
は
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。
疫
学
的
遺
伝

的
な
問
題
も
多
く
、
ど
の
藩
で
も
、
藩
主
に
男
子
が
生
ま
れ
な
か

っ
た
り
、
男
女
と
も
に
生
ま
れ
で
も
夫
折
し
た
り
、
嫡
子
が
心
身

の
疾
患
を
抱
え
て
い
た
り
と
い
う
こ
と
が
起
っ
た
。
嫡
子
不
在
の

問
題
は
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
他
家
と
縁
戚
関
係
を
も
っ

日
本
文
学
会
誌

第
二
十
八
号

こ
と
よ
っ
て
解
決
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
際
、
大
切
な
の
は
ど
の

落
と
つ
な
が
り
を
も
つ
か
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

幸
弘
に
は
男
子
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
明
五

（
一
七
八

五
）
彦
根
藩
井
伊
（
永
か
ら
養
子
を
迎
え
、
息
女
・
三
千
姫
と
の
婚

ゆ
き
た
か

掘
に
よ
っ
て
第
七
代
落
主
真
田
幸
専
を
立
て
た
。

と
こ
ろ
が
、

に
は
男
子
も
女
子
も
な
か
っ
た
。
で
は
、
ど

う
す
る
か
。

ま
さ
も
と

幸
弘
は
息
女
・
峯
姫
を
浜
松
藩
主
井
上
正
甫
に
嫁
が
せ
て
い

た
。
峯
姫
は
病
死
し
て
い
た
が
、
そ
の
娘
・
雅
姫
、
つ
ま
り
自
分

- 7 -

の
孫
娘
を
、

の
養
女
に
迎
え
た
。

一
方
、
幸
弘
の
正
室
・

松
院
は
白
、
河
藩
第
二
代
藩
主
松
平
定
邦
の
妹
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

定
邦
の
養
子
で
第
三
代
白
、
河
落
、
王
の
松
平
定
信
の
次
男
・
定
栄
を

幸
専
の
養
子
と
し
、
雅
姫
と
定
栄
を
結
婚
さ
せ
て
、
定
栄
を
幸
専

の
世
継
と
し
た

（
第
八
代
藩
主
幸
貫
）
。
定
信
は
、
第
八
代
将
軍

徳
川
吉
宗
の
孫
で
あ
り
、
老
中
首
座
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
推
し

進
め
た
政
治
手
腕
の
持
ち
主
で
あ
る
。
諸
大
名
へ
の
影
響
力
は
絶

大
だ
っ
た
。
真
田
家
に
と
っ
て
こ
の
縁
組
は
理
想
的
な
も
の
だ
っ

た。
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こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
定
信
が
♂
化
月
日
記
』
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

文
化
九
年
九
月
二
百

己
の
刻
過
る
こ
ろ
、
井
上
の
か
た
へ
行
。
こ
ハ
め
づ
ら
し
と

い
ふ
ら
め
。
家
の
お
さ
に
あ
ひ
て
、
た
グ
ち
に
か
へ
る
。
老

鶴
の
し
わ
ざ
な
り
か
し
。
真
田
の
む
す
め
こ
〉
へ
嫁
し
て
、

ひ
と
り
の
女
子
を
も
ち
て
う
せ
給
ひ
ぬ
る
を
、
外
に
ハ
う
ま

子
も
な
し
。
弾
正
忠
、
と
し
よ
れ
ど
子
な
け
れ
パ
、
こ
の
女

子
を
や
し
な
ひ
て
、
わ
が
か
た
の
定
栄
を
養
子
に
せ
ん
と
の

事
な
り
。
井
上
い
と
む
つ
か
し
く
い
ひ
給
ひ
た
る
が
、

つ
ゐ

に
翁
に
た
い
し
て
、
そ
の
こ
ひ
に
ま
か
せ
な
ん
、
と
い
ふ
。

さ
れ
ど
も
、
年
ご
ろ
い
と
い
ひ
難
じ
た
る
ハ
皆
々
し
れ
る

を
、
こ
た
び
ハ
何
の
故
も
な
く
ゆ
る
し
た
ら
バ
、
初
の
ゆ
る

さ
ダ
る
ハ
い
か
γ
と
い
ふ
ら
め
、
と
の
給
ふ
。
さ
ら
バ
、

しミ

づ
か
た
へ
も
ゆ
か
ざ
る
翁
ま
い
り
で
、
真
田
の
こ
ふ
む
ね
に

し
た
ま
へ
か
し
、
と
家
の
長
よ
び
出
て
い
ひ
は
べ
ら
ん
、
と

い
へ
パ
、
に
な
ふ
よ
ろ
こ
び
給
ふ
。
十
あ
ま
り
三
宮
に
ハ
、

真
田
よ
り
つ
か
ひ
の
も
の
す
れ
パ
、
そ
の
ま
え
へ
に
行
て
、

か
の
ひ
と
の
こ
E

ろ
ざ
し
と
げ
ん
、
と
の
事
也
。
タ
が
た
、

次
郎
の
そ
う
し
に
行
。

文
化
一

O
年
六
月
一
日

朔
日

く
も
る
。
わ
か
き
お
の
こ
も
、
か
た
び
ら
の
ミ
き
し

ハ
な
し
。
ま
ゐ
て
、
翁
ハ
さ
ら
な
り
。
氷
室
の
氷
出
す
と

も
、
は
へ
も
あ
ら
じ
、
と
わ
ら
ひ
あ
ふ
。

つ
な
子
、
き
た
り

給
ふ
。
タ
っ
か
た
、
定
永
あ
そ
、
廿
あ
ま
り
八
日
に
白
川
を

た
ち
給
ひ
て
、

一
一
日
に
な
ん
っ
き
給
ふ
、
と
い
ひ
こ
す
。

日

日
の
比
と
定
り
し
か
ど
、

い
か
タ
哉
と
あ
ん
じ
も
の

し
侍
り
て
、
例
の
歌
な
ど
よ
む
に
も
心
の
と
デ
ま
ら
ざ
る
や

う
に
ミ
え
し
が
、

い
よ
／
＼
あ
さ
て
と
い
ふ
に
ぞ
人
々
皆
打

よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、
さ
ら
パ
と
て
、
盃
に
こ
ぼ
る
；
す
つ
け
て

の
む
も
、
お
か
し
。

つ
な
子
も
い
さ
ミ
て
か
へ
り
給
ふ
。
け

の
田
安
の
姫
君
に
ゑ
ん
む
す
び
給
ひ
し

ふ
ハ
、
松
山
の

も
、
松
代
の
君
が
井
上
の
む
す
め
を
や
し
な
ひ
給
ひ
し
も
、

皆
翁
が
は
じ
め
よ
り
の
力
な
り
と
て
、
酒
さ
か
な
〉
ど
お
く

り
給
ふ
も
、
お
か
し
。
こ
な
た
よ
り
も
、
又
さ
か
な
』
ど
。
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文
化
九
年
九
月

の
意
向
を
井
上

。
」
み
ι

品、

日
の

家
に
伝
え
た
と
き
、
正
甫
は
「
む
つ
か
し
く
い
ひ
給
ひ
た
る
」
と

あ
る
。
井
上
は
乗
り
気
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
定
信
の
顔
を
立
て

て
了
解
し
、
両
家
の
婚
儀
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

の
こ
ふ

む
ね
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、
定
信
を
動
か
し
た
幸
弘
の
思
い
の

強
さ
が
伝
わ
る
。
幸
弘
は
一
家
の
た
め
に
甥
に
頭
を
下
げ
た
の
だ

ろ、っ。

一
八
歳
年
少
で
あ
っ
て
も
、

の
影
響
力
が
い
か
に
大

き
い
か
を
幸
弘
は
知
り
つ
く
し
て
お
り
、
そ
れ
を
大
い
に
利
用
し

た
の
で
あ
る
。
文
化
一

、
自
分

日
の
記
事
で

の
尽
力
に
よ
っ
て
松
代
藩
の
縁
組
が
整
っ
た
こ
と
に
誇
ら
し
げ
で

あ
る
。
頼
み
上
手
な
伯
父
と
頼
り
が
い
の
あ
る
甥
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
幸
弘
が
積
極
的
に
推
し
進
め
た
こ
と
が
あ
る
。

官
位
を
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
に
昇
進
さ
せ
る
た
め
の
活
動
で

あ
る
。
真
田
宝
物
館
に
は
「
大
手
御
門
番
半
役
他
御
入
料
金
覚
」

と
い
う
書
付
が
残
っ
て
い
る
。
第
七
代
幸
専
時
代
の
も
の
で
、

の
昇
進
に

の
費
用
が
か
か
っ
た
と
あ
る
。
質
素
倹
約
を
彊
っ
た
藩
政
改
革
の

千
両
余
、
大
殿
（
日

の
と
き
は
七
千
両
余

態
度
と
矛
盾
す
る
行
い
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

自
本
文
学
会
誌

七
八
三
）
幸
弘
四
四
歳
の
と

こ
の
官
位
昇
進
は
天
明
三
年
（

き
の
こ
と
で
あ
る
が
、
甥
で
あ
る
松
平
定
信
が

で
や
は
り

従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
の
と
同
じ
年
だ
っ
た
。

天
明
四
年
（

七
八
四
）
定
信
は
老
中
と
な
り
、
天
明
七
年
（

七
八
七
）

か
ら
寛
政
五
年
（

七
九
三
）
ま
で

中
首
座
を
勤

め

の
改
革
を
推
し
進
め
る
。
定
信
は

下
人

「
真
田
伊
豆
守
四
品
に
な
り
し
が
こ
の
物
入
は

い
て
い
る
。
自
分
よ
り
四
、

に
五
六
倍
し
け

る
と
ぞ
い
ふ
」
と

五
倍
も
金
品
を

使
っ
て
昇
進
を

た
し
た
こ
と
に

し
て
い
る
。
定
信
も
ま

た
、
伯
父
幸
弘
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
天
明
二
年
・
天
明
の
大
飢
鐘
（
天
明
八
年
ま
で

五
泊
、
、
a

O

し
ふ
れ
口
、

ν

9 

続
く
）
に
よ
る
餓
死
者
が
続
出
し
、
天
明
三
年
・
浅
間
山
噴
火
に

よ
り
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
降
灰
被
害
も
広
が
る
さ
な
か
の
で
き

ご
と
で
あ
る
。
社
会
的
経
済
的
に
困
難
な
時
期
に
、

四
位
昇
進
を

果
し
、
天
明
五
年
に
井
伊
家
か
ら
養
子
を
迎
え
て
嫡
子
と
し

い
を
被
う
願
い
が
あ
っ
た
の

リ
山
平
」
ふ
i

品、

…「
1
J
？
s
U電

p
sれU

・

に
よ
っ
て
領
内
の

だ
ろ
う
か
。

井
上
敏
幸
は
、
縁
威
関
係
も
あ
る
定
信
と
同
時
に
昇
進
を
果
し

た
幸
弘
が
、
文
人
大
名
と
し
て
の
在
り
方
、
大
名
の
文
事
の
根
本



松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
由
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

が
歌
道
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
定
信
か
ら
学
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う

と
推
測
す
る
。

幸
弘
が
定
信
に
養
子
縁
組
の
件
を
頼
み
込
ん
だ
の
は
文
化
九
年

八
二
己
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
、
文
化

年
（
一
八
一

）
、
幸
弘
が
亡
く
な
る
年
で
あ
る
。
幸
弘
は
七
六
歳
に
な
っ
て

い
た
。
従
四
位
に
昇
進
し
、

に
迎
え
て
か
ら
三

O
年

の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
大
殿
と
し
て
世
継
問
題
を
解
決
し
て
ほ

っ
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

♂
化
月
日
記
』
に
は
幸
弘
の
臨
終
間
際
の
様
子
も
綴
ら
れ
て
い

る。
文
化
二
一
年
八
月
二
日

南
部
坂
へ
行
バ
、
上
邸
を
ば
や
め
つ
。
辰
の
刻
比
に
行
た
り

し
が
、

い
と
、

よ
ハ
り
給
ひ
て
、
瑞
気
の
つ
き
あ
ハ
せ
か
ね

た
る
け
し
き
に
、
ね
ち
ハ
根
づ
よ
く
、

お
さ
へ
ミ
し
手
の
そ

こ
に
、
と
を
る
や
う
な
り
。
翁
の
き
た
り
し
を
、
う
れ
し
と

ミ
や
り
給
ひ
て
、
酒
す
〉
め

れ
な
ど
、
ず
さ
に
い
ひ
給

ふ
。
柴
胡
の
症
と
ハ
、
ミ
ゆ
れ
ど
、
あ
る
ハ
大
柴
萌
と
い
ひ

百
虎
と
い
ひ
て
定
ま
ら
ず
。
た

c
清
解
す
る
外
に
、
せ
ん
か

た
な
か
る
べ
し
と
い
ふ
ハ
、
少
し
ち
か
け
れ
ど
、
は
や
誤
法

に
な
り
て
、
表
ハ
湯
明
胃
実
の
症
な
れ
ど
も
、
初
め
の
解
熱

お
く
れ
に
け
れ
バ
、
今
に
て
ハ
手
を
つ
か
ね
て
ミ
る
外
ハ
な

し
。
是
を
解
せ
ん
と
せ
ば
、
た
州
、
に
、
、
つ
な
が
す
の
ミ
。
さ

る
に
て
益
気
の
た
ぐ
ひ
に
ハ
あ
ら
ず
や
。
こ
う
ゃ
う
の
大
患

に
至
り
て
、
実
は
薬
の
及
ぶ
所
に
ハ
あ
ら
じ
。
深
正
の
心
に

あ
る

に
て
よ
そ
よ
り
、
す
〉
め
も
の
す
べ
き
に
あ
ら
ね

パ
、
今
、
名
あ
る
杉
本
仲
溢
・
服
部
宗
賢
な
ど
よ
ぴ
給
へ
、

又
そ
れ
ら
に
、
と
ひ
も
の
し
給
は
？
な
ど
、

い
ひ
け
り
。
頼

10 -

神
の
甚
し
き
ハ
老
の
や
ま
ひ
也
。
又
、
近
く
来
る
べ
し
と
の

ミ
い
ひ
て
、
た
ち
た
る
が
、

い
と
い
た
う
、

は
か
な
き
さ
ま

に
て
、
翁
と
、

い
と
し
た
し
く
、
ち
、
ぎ
り
こ
め
た
る
友
に
ハ

あ
ら
ね
ど
、
何
ぞ
と
い
へ
ば
、
た
の
ミ
給
ふ
に
ぞ
、
ね
ち
な

ど
盛
に
て
、

ほ
れ
／
＼
と
し
給
ふ
中
に
も
、
必
ら
ず
翁
来
り

給
ひ
し
な
ど
、
夢
に
も
ミ
給
に
し
ゃ
、
な
ど
い
ふ
。

い
と
あ

ハ
れ
に
か
な
し
。
こ
し
の
う
ち
に
も
、
口
ハ
、
そ
れ
の
ミ
思
ひ

つ
？
け
て
、
か
へ
り
ぬ
。



幸
弘
は
、
定
信
の
来
訪
を
喜
ん
で
、
高
熱
に
う
な
さ
れ
な
が
ら

も
溺
を
進
め
る
よ
う
に
と
従
者
に
命
じ
て
い
る
。

あ
っ
た
定
信
は
、
病
状
を
診
断
し
な
が
ら
手
の
施
し
よ
う
の
な
い

の
知
識
も

状
態
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
そ
し
て
幸
弘
と
の
間
柄
を
「
ち
ぎ
り

こ
め
た
る
友
」
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
か
と
い
う
と
自
分

を
頼
り
に
し
て
い
た
、
と
振
り
返
る
。
高
熱
の
な
か
「
き
っ
と
定

信
が
来
て
く
れ
る
と
信
じ
て
夢
に
ま
で
み
て
い
た
」
な
ど
と

幸
弘
の
思
い
を
「
あ
ハ
れ
に
か
な
し
」
と
受
け
止
め
て
い
る
。

幸
弘
は
寄
り
添
い
な
が
ら
、
昇
進
し
、
世
継
問
題
を
解

決
し
、
盲
一
（
田
家
を
盛
り
立
て
て
死
ん
で
い
っ
た
。
や
が
て
定
信
の

血
を
引
い
た
第
八
代
藩
主
幸
貫
が
藩
政
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進

め
、
老
中
と
な
り
、
真
田
家
の
家
名
を
よ
り
一
層
あ
げ
て
い
く
。

四

七
つ
自
の
干
支

以
上
長
々
と
幸
弘
の
事
績
を
辿
っ
て
き
た
が
、
ま
と
め
る
と
、

幸
弘
に
は
三
つ
の
顔
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ひ
と
つ
は
、
領

内
に
文
武
を
奨
励
し
、
倹
約
を
旨
と
す
る
政
策
を
推
し
進
め
る
名

し
て
の
顔
。
そ
し
て
、
和
歌
活
動
や
俳
諸
活
動
に
熱
心
な
文

日
本
文
学
会
誌

第
二
十
八
号

人
と
し
て
の
顔
。
さ
ら
に
、
真
田
家
の
栄
光
と
存
続
の
た
め
に
な

り
ふ
り
か
ま
わ
ず
奔
走
す
る
策
士
と
し
て
の
顔
。

見
矛
盾
す
る

か
の
よ
う
な
三
つ
の
顔
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
七
つ
目
の

支
の
肖
像
画
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
う
や
く
肖
像
画
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

三
年
〈

』
（
安
永
八
〈

ゆ
う
げ
ん

八
二

O
〉
）
巻
一
七
「
南
畝
秀
吉
」
に
は
次
の
よ
う
な

太
田
南
畝
「
一
話
一

七
七
九
〉

ー
文
政

記
述
が
あ
る
。

世
俗
に
、
己
が
生
れ
た
る
と
し
の
十

支
よ
り
七
ツ
自
に

－a
l

－
 

－s
i
 

あ
た
れ
る
も
の
を
、
衣
冠
し
た
る
す
が
た
に
画
が
〉
せ
て
祭

れ
ば
出
世
す
る
と
い
へ
る
事
あ
り
、
も
ろ
こ
し
に
も
こ
れ
に

く
、
十

頭
雑
字
元
亀
大
全
の
干
支
門
に
い
は

支
相
沖
類
、
子
午
相
沖
、
寅
申
相
沖
、
卯
商
相

似
た
る
事
あ
り
、

沖
、
辰
戊
相
沖
、
巴
未
相
沖
と
あ
り
、
そ
の
わ
け
は
し
ら
ね

ど
も
、
ま
さ
し
く
七
ツ
め
の
ゑ
と
を
相
沖
と
い
ふ
と
は
み
へ

た
り
、
方
位
の
む
か
ひ
あ
ふ
事
な
る
べ
し



の
遊
び
心
（
平
林
）

生
ま
れ
た
年
の
干
支
の
七
つ
日
の

の
動
物
が
衣
冠
し
た
姿

を
描
か
せ
て
ま
つ
れ
ば
出
世
す
る
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
o

「
そ
の
わ
け
は
し
ら
ね
ど
も
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

幸
弘
の
肖
像
画
と
し
て
宝
物
館
に
伝
来
す
る
「
七
ツ
日
虎
之
図
」

は
、
幸
弘
が
「
出
世
す
る
」
た
め
に
描
か
せ
た
衣
冠
姿
の
虎
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
幸
弘
に
と
っ
て
の
出
世
と
は
官
位
を
あ
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
従
四
位
下
に
昇
進
す
る
た
め
に

大
金
を
投
じ
い
ろ
い
ろ
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

弘
に
と
っ
て
官
位
昇
進
が
悲
顕
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

田
南
畝
が
「
方
位
の
む
か
ひ
あ
ふ

と

い
て
い
る
よ
、
っ

に
、
七
つ
自
の
干
支
は
、
十

支
を
丹
に
並
べ
た
と
き
に
対
角
線

に
来
る
。

｛
女
、
水

（
一
七
七
二
）

う
ん
つ
く

吋
運
前
太
郎
左
衛

の
出
版
の

門

（
画
作
者
・
富
川
吟
雪
）

に
つ
い
て
の

に
も
七
つ
自
の

記
事
が
あ
る
o

『
運
附
太
郎
左
衛
門
」

は
曽
我
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

曽
我
兄
弟
の
継
父
に
仕
え
る
太
郎
兵
衛
が
、
曽
我
十
郎
と
虎
御

前
の
開
に
で
き
た

（
太
郎
左
衛
門
）
を
拾
っ
て
夫
婦
で
育
て

て
い
た
が
、
太
郎
兵
衛
は
主
人
に
勘
当
さ
れ
て
お
り
貧
し
く
、
渡

世
の
疲
れ
で
早
逝
す
る
。
太
郎
兵
衛
の
妻
も
太
郎
介
に
出
生
の
秘

密
を
明
か
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
太
郎
兵
衛
は
正
直
者
で
、
わ
ら

じ
を
売
っ
て
生
活
し
て
い
た
が
、
泥
棒
に
金
を
恵
ま
れ
る
ほ
ど
の

貧
し
さ
だ
っ
た
。

て
ら
れ
た
と
き
に
身
に
つ
け
て
い
た
守
り
袋

の
な
か
の
大
黒
天
が
夢
に
現
れ
、
太
郎
左
衛
門
の
信
心
深
さ
を
憐

れ
ん
で
金
を
授
け
る
。
太
郎
は
そ
の
こ
と
を
喜
び
、

に
占
っ

て
も
ら
う
と
、
七
つ
自
の
干
支
を
信
心
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
。

（
易
者
）
「
ほ
旨
ヲ

よ
い
す
じ
じ
ゃ
、
此
横
に
一
文
字
あ

る
が
升
か
け
す
じ
、
お
し
つ
け
幸
せ
が
よ
ふ
な
る
ぞ
や
。
こ

12 

な
た
は
午
の

ゃ
、
七
ツ
め
の
干
支
を
信
心
す
べ
し
」

吉
相
の
手
相
で
あ
る
が
、
午
年
生
ま
れ
な
の
で
、
七
つ
自
の
干

れ
て
、
太
郎
左
衛

門
は
文
龍
と
い
う
絵
師
に
七
つ
目
の
干
支
で
あ
る
鼠
の
絵
を
描
い

支
を
信
心
す
る

が
舞
い
込
む
、
と

て
も
ら
う
。

其
比
天
朝
斎
文
龍
と
い
ふ
絵
師

十
二
の
干
支
を
書
事

お

び
た
亡
し
く
は
や
り
け
る
。



太
郎
左
衛
門
、
七
つ
め
の

（
太
郎
左
衛
門
）
「
私
は
午
の
年
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

い
て
世
田
（
ふ
。

運
の
守
り
を
戴
き
と
ふ
ご
ざ
り
ま
す
。
」

そ
れ
よ
り
太
郎
左
衛
門
は
八
卦
置
き
の
教
へ
し
と
を
り
七
つ

め
の
干
支
を
求
め
毎
日
身
を
清
め
拝
み
け
り
。
（
太
郎
左
衛

な
に
と
ぞ
福
を
授
け
給
へ
。
」

Fう

無
白
鼠
大
明
神
、

「
ど
う
ぞ
平
く
金
持
に
な
っ
て

み
の
親
た
ち
へ
か
ね
を
贈

っ
て
進
ぜ
た
い
。
此
願
成
就
帰
命
頂
礼
／
＼
」

や
が
て
大
黒
天
の
遣
い
で
あ
る
白
鼠
か
ら
金
を
授
か
り
、
商
売

も
成
功
し
て
富
貴
と
な
り
、
母
虎
御
前
に
再
会
し
孝
行
を
尽
く
す
。

引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
「
七
つ
め
の
干
支
」

へ
の
信
仰
が
ポ
イ

ン
ト
の
話
だ
。
大
黒
天
の
使
者
・
鼠
を
意
識
し
て
七
つ
自
の
干
支

カぎ

に
な
る
よ
う
に
太
郎
左
衛
門
の
生
年
を
「
午
」
と
し
た

の
だ
ろ
う
。
小
池
正
胤
は
、

の
眼
目
は
大
黒
天
に
よ
り
福
徳

が
も
た
ら
さ
れ
た
点
に
あ
る
と
い
う
。

正
直
者
が
い
く
ら
働
い
て
も
楽
に
な
ら
ず
泥
棒
に
ま
で
同
情

さ
れ
る
貧
乏
は
曽
我
物
を
超
え
て
当
時
の
一
つ
の
実
体
だ
っ

日
本
文
学
会
誌

一
十
八
号

た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
黒
と
白
鼠
の
功
徳
や
運
の

く
太
郎
左
衛
門
の

り
も
読
者
に
は
説
得
力
を
持
っ
た
と
思
う
。
読
者
は
ひ
と
し

願
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

太
郎
左
衛
門
は
描
い
て
も
ら
っ
た
鼠
の
絵
を
飾
っ
て
祭
壇
を
作

っ
て
拝
ん
で
い

（
図
参
照
）
。

こ
れ
は
、
太
田

る南
畝
が
書
い
て

い
る
よ
う
な
七

13 

つ
自
の

の

「
衣
冠
し
た
る

姿
」
で
は
な
い
。

に
あ
る
。

う
に
本
話
の
眼
目
は
、
出
世
で
は
な
く
太
郎
左
衛
門
の
福
徳
獲
得

小
池
が
い
う
よ

つ
ま
り
、
七
つ
自
の
干
支
の
記
り
方
と
し
て
、
七
つ
自
の
干
支

の
絵
そ
の
も
の
を
画
い
て
拝
む
ス
タ
イ
ル
と
、
七
つ
自
の

衣
冠
さ
せ
て
拝
む
ス
タ
イ
ル
と
が
あ
り
、
前
者
は
魔
除
け
と



松
代
藩
第
六
代
藩
主
富
一
〈
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

貴
、
後
者
は
出
世
を
願
、
つ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
守
り
干
支
と

し
て
、
七
つ
自
の
干
支
を
信
仰
す
る
俗
信
と
い
う
点
で
、
再
者
は

近
似
す
る
が
、
少
な
く
と
も
真
田
宝
物
館
伝
来
の
「
七
ツ
自
の

之
図
」
は
衣
冠
姿
の
寅
を
描
い
て
い
る
か
ら
、
幸
弘
の
出
世
H

官

位
昇
進
を
願
つ
て
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

七
つ
自
の
干
支
へ
の
信
仰
は
近
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

れ
の
泉
鏡
花
が
七
つ
自
の
干
支
に
あ
た
る
水
晶
の
兎
を

母
か
ら
も
ら
っ
て
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
を
、
鏡
花
の
養
女
と
な

っ
た
姪
の
泉
名
月
が
書
い
て
い
る
。

鏡
花
の
母
・
鈴
が
幼
い
鏡
太
郎
に
話
し
た
口
調
は
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
話
し
た
の
で
は
な
い

か
と
私
は
思
う
。
「
鏡
太
郎
（
鏡
花
の
本
名
）
や
、
こ
れ
は

ね
、
水
晶
の
兎
で
す
よ
。
鏡
太
郎
は
酉
年
で
し
ょ
う
。
酉
年

か
ら
数
え
て
七
番
目
の
も
の
を
持
つ
と
身
の
お
守
り
に
な
る

の
で
す
よ
。
出
世
を
し
ま
す
よ
」

鏡
花
の
母
は
そ
う
い
っ
て
、
鏡
太
郎
の
か
わ
い
い
手
の
ひ

ら
の
上
に
、
鏡
太
郎
の
干
支
か
ら
数
え
て
七
番
目
に
あ
た
る

水
晶
の
兎
の
置
物
を
も
た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

そ
の
母
は

月
に
病
死
し
た
。
鏡
太
郎
は
十
歳

の
十

の
少
年
だ
っ
た
。

鏡
太
郎
は
水
晶
の
兎
を
手
に
と
っ
て
胸
に
抱
き
し
め
、
一
俣

を
あ
ふ
れ
さ
せ
て
母
の
死
を
悲
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
鏡
太
郎

の
一
涙
が
集
ま
っ
て
、
そ
こ
に
も
水
品
の
よ
う
な
兎
が
出
来
た

か
も
し
れ
な
い
。

母
の
死
後
、
鏡
太
郎
は
水
品
の
兎
を
見
る
と
い
つ
も
母
鈴

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
母
の
優
し
い
一
一
一
一
口
葉
を
思

い
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
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鏡
花
の
母
は
、
「
お
守
り
」
と
し
て
、
ま
た
「
出
世
い
を
約
束

す
る
も
の
と
し
て
水
品
の
兎
を
鏡
花
に
持
た
せ
た
と
い
う
。
絵
で

は
な
い
。
江
戸
時
代
の
七
つ
日
の

ル
へ
の
祈
り
が
合
体
さ
れ
て
い
る
。
鏡
花
の
母
・
鈴
は
鏡
花
が
十

に
対
す
る
こ
つ
の
ス
タ
イ

歳
の
と
き
に
病
死
し
て
い
る
。
水
日
間
の
兎
に
込
め
ら
れ
た
母
の
祈

り
は
強
く
、
鏡
花
に
と
っ
て
水
晶
の
兎
は
母
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
鏡
花
の
家
に
は
兎
の
置
物
や
玩
具
が
数
多
く
飾
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
祈
り
の
か
た
ち
が
三
次
元
的
に
物
質
化
さ
れ
、
強
化
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。



さ
ら
に
名
月
は
、
自
分
も
鏡
花
と
同
年
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
兎
は
す
べ
て
鏡
花
の
守
護
神
の
よ
う
で
あ
っ
た

れ
で
あ
る

と
い
、
っ
。

私
は
す
タ
か
ら
兎
の
玩
具
や
兎
の
置
物
を
も
ら
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
す
ダ
は
私
が
酉
年
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
私
も
酉
年
で
あ
る
。
鏡
花
と
同
じ
突
酉
年

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
す
ダ
か
ら
兎
の
玩
具
を
。
フ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

鏡
花
の
家
の
中
に
あ
る
兎
は
、
ど
こ
ま
で
も
鏡
花
の
兎
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。
兎
の
置
物
は
鏡
花
が
亡
き
あ
と
も
、
ど

こ
ま
で
も
鏡
花
の
守
護
神
と
い
う
よ
う
す
で
あ
っ
た
。
水
晶

の
兎
と
い
う
の
は
、
母
鈴
と
子
鏡
太
郎
と
の
、
夢
の
よ
う
な

な
つ
か
し
い
お
話
の
よ
う
な
気
も
す
る
。

七
つ
目
の
干
支
が
鏡
花
と
強
く
結
び
つ
い
て
周
囲
の
人
簡
を
寄

せ
付
け
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
人
形
作
家
・
辻
村
ジ
ュ
サ
ブ

ロ
i
も
酉
年
生
ま
れ
で
、
遠
足
な
ど
の
と
き
は
母
が
下
着
に
お
守

り
代
わ
り
に
兎
の
刺
繍
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
た
ま
た
ま
二
人

百
本
文
学
会
誌

一
十
八
号

と
も
兎
で
あ
る
が
、
愛
す
る
息
子
へ
の
切
な
る
祈
り
の
具
現
化
と

し
て
、
兎
の
か
わ
い
ら
し
さ
は
似
つ
か
わ
し
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
干
支
に
対
す
る
俗
信
と
し
て
も
っ
と
も

ひ
の
え
う
ま

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
丙
午
の
女
性
に
関
す
る
も
の
だ
ろ

λ
j
o
 板

橋
春
夫
は
丙
午
の
俗
信
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

丙
は
「
火
性
」
な
の
で
威
勢
が
よ
く
、
こ
の
年
に
は
火
災

が
多
い
と
さ
れ
る
。
丙
は
陽
火
で
あ
り
、
午
も
陽
火
で
あ
る

に

υ
1
iム

か
ら
、
火
に
火
を
加
え
る
の
は
良
く
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
。

ま
た
、
午
は
「
午
」

の
連
想
か
ら
コ
冗
気
が
よ
い
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
、
午
年
生
ま
れ
の
女
性
は
男
ま
さ
り

で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
が
重
な
っ
た

丙
午
年
生
ま
れ
の
女
性
は
に
元
気
が
よ
く
、
ひ
い
て
は
夫

を
殺
す
な
ど
と
い
う
俗
信
が
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
歴
史
上
の

人
物
で
後
世
に
語
り
継
が
れ
た
千
姫
、

八
百
屋
お
七
、
白
木

屋
お
駒
た
ち
は
、
丙
午
年
生
ま
れ
の
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
い
っ
た
話
題
も
、
そ
れ
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

根
拠
に
乏
し
い
俗
信
を
本
当
ら
し
く
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。



松
代
蕃
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

「
丙
午
」
は
、
「
丙
午
し
っ
か
り
重
荷
つ
け
て
来
る
」
「
丙
午
遠

（
い
ず
れ
も
『
誹
風
柳
多
留
』
）

ひ
所
か
ら
結
納
が

の
よ
、
っ

に
、
し
ば
し
ば
川
柳
の
題
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

あ
き
ら
か
に
迷
信
で
あ
り
信
ず
る
に
足
り
な
い
も
の
の
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
内
午
信
仰
は
近
代
に
も
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

ノ.＼

セ
ン
ト
も
減

少九
I. _r_. 

えごハ_L  
o ノ＼

の
丙
午
の
年
は
、
出

カぎ

昭
和
四

い
つ
の
時
代
で
も
、
迷
信
で
あ
る
に
せ
よ
災
い
を
避
け
た
い
と

に
で
も
あ
る
。
干
支
の
力
を
使
っ
て
運
命
を
好
転

さ
せ
た
り
出
世
を
実
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
人
々
が
信

ぃ
、
っ
思
い
は

じ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

と
い
え
ど
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
む
し
ろ

国
一
城
の
主
だ
か

ら
こ
そ
統
治
者
と
し
て
万
全
を
期
す
た
め
に
は
必
要
な
態
度
だ
っ

た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

仙
台
市
博
物
館
で
は
、
平
成
二
七
年
に
歴
史
姉
妹
都
市
締
結
四

十
周
年
記
念

和
島
伊
達
家
の
名
宝
i

l
政
宗
長

特
別
展

男
・
秀
宗
か
ら
は
じ
ま
る
西
国
の
伊
達
l

」
を
開
催
し
た
。
そ
こ

に
、
第
五
代
議
主
伊
達
吉
村
が
第
四
代
宇
和
島
藩
主
伊
達
村
年
に

嫁
い
だ
三
女
・
徳

に
贈
っ
た
、
享
保
九
年
（

七

四

「
重
ね
祝
い
」

の
和
歌
懐
紙
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

御
年
か
さ
ね
を
い
わ
ゐ
な
り
て

ふ
へ
き
君
か
よ
は
ひ
を
此
の
や
と
に
な
れ
し
と
し
る
き

鶴
の
も
ろ
こ
ゑ

五

一
月
一
日
に
再
び
正
月
祝
い
を
し

て
、
年
を
余
分
に
と
っ
た
こ
と
に
す
る
儀
式
」
で
あ
る
と
い
う
。

ね
祝
い
と
は

「
厄
年
の

娘
を
思
う
親
心
に
加
え
て
、
藩
主
の

の
安
全
を
強
く
願
っ
た
も

の
だ
ろ
う
。
世
継
を
生
む
と
い
う
意
味
で
藩
の
命
運
に
か
か
わ
る

16 

の

に
災
い
が
起
き
る
こ
と
は

の
存
亡
の
危
機

の

を
招
き
か
ね
な
い
。
重
ね
祝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

つ

ま
り
暦
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
誰
に
で
も

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

藩
主
は
仁
政
に
よ
っ
て

の
未
来
を
作
っ
て
い
く
立
場
に
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
藩
主
及
び
そ
の
妻
子
は
無
病
息
災
で
な
け
れ

ば
な
ら
い
。
暦
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ま
で
も
、
厄
年
の
辞
邪
を

行
、
っ
、
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

の

宇
和
島
伊
達
家
で
の
厄
年
回
避
の
た
め
の
重
一
ね
祝
い
と
幸
弘
の



「
七
ツ
目
之
虎
図
」
に
は
、
年
回
り
を
意
識
し
た
行
為
と
い
う
共

通
点
が
あ
る
。

厄
年
は
身
体
的
社
会
的
変
節
点
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
の
注
意

喚
起
を
促
す
も
の
で
も
あ
る
。
男
の
大
厄
は
四

一
歳
で
あ
る
。
そ

の
前
後
の
年
を
前
厄
、
後
厄
と
い
う
。
幸
弘
四
二
歳
の
大
厄
は
天

明
元
年
（
一
七
八
一
）

で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
幸
弘
は

天
明

（
一
七
八
一
一
一
）
に
官
位
昇
進
を
果
た
し
て
い
る
。
幸
弘

は
い
つ
ご
ろ
官
位
昇
進
を
思
い
立
ち
、
そ
の
た
め
の
準
備
に
ど
れ

ほ
ど
の
年
月
を
か
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
実
的
な
対
処
だ
け
で
は

な
く
、
神
仏
や
先
祖
代
々
の
御
霊
に
祈
る
こ
と
も
当
然
行
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
天
明
二
年
は
寅
年
で
あ
る
。
寅
は
幸
弘
の
七
つ
自
の

干
支
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
頃
、
厄
年

の
辞
邪
と
と
も
に
、
寅
年
に
虎
の
衣
冠
図
を
酒
か
せ
て
官
位
昇
進

を
願
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

陰
陽
道
で
は
十
二
支
に
も
十
干
に
も
陰
と
陽
、
木
火
土
金
水
の

五
大
元
素
を
あ
て
は
め
て
運
気
を
読
み
取
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

た
か
ら
、
干
支
に
対
す
る
人
々
の
思
い
入
れ
は
単
な
る
俗
信
・
迷

信
と
い
う
以
上
に
、
何
ら
か
の
統
計
学
的
な
経
験
値
に
基
づ
く
信

念
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
文
学
会
誌

十
八
号

諸
橋
轍
次
は
「
今
年
は
何
年
だ
か
ら
恵
方
は
ど
ち
ら
だ
と
か
、

移
転
に
は
ど
の
地
か
ら
ど
の
地
へ
は
方
違
が
必
要
だ
な
ど
と
い
い
、

何
の
理
由
も
な
く
た
だ
人
の
常
の
心
を
乱
す
ば
か
り
ヘ
「
干
支
が

人
の
運
命
に
関
す
る
と
い
う
迷
信
」
と
批
判
す
る
が
、
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
干
支
に
こ
だ
わ
る
人
々
が
苦
か
ら
多
い
と
い
う
こ

と
の
裏
返
し
だ
ろ
う
。
信
じ
る
心
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

経
験
的
に
干
支
の
吉
国
を
信
じ
こ
ま
ざ
る
を
え
な
い
出
来
事
が
多

く
降
り
か
か
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
自
ら
の
不
幸
の
原
因
を
年
回
り
の
悪
さ
に
見
い
だ
す
こ
と
で
、

降
り
か
か
っ
た
不
幸
を
甘
受
し
、
仕
切
り
直
し
て
新
し
い

け

i
1
1ム

歩
を

踏
み
出
す
原
動
力
に
し
よ
う
と
い
う
心
性
も
あ
り
そ
う
だ
。
「
亥

年
生
ま
れ
な
の
で
猪
突
猛
進
」
「
酉
年
生
ま
れ
な
の
で
落
ち
着
き

が
な
い
」
と
い
う
も
の
い
い
は
誰
し
も
す
る
こ
と
が
あ
る
。
干
支

へ
の
思
い
は
日
本
人
の
世
界
観
と
不
即
不
離
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

さ
ら
に
日
本
人
が
時
間
と
空
間
の
ス
ケ
i
ル
と
し
て
、
年
・

月
－

B
・
時
刻
・
方
位
に
干
支
を
用
い
て
き
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
藩
の
歴
史
（
時
間
）
と
領
地
（
空
間
）
を
司
る
藩
主
が
干
支

に
こ
だ
わ
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
宮
田
登
に
よ
る
と
、

ひ

よ

り

み

（

お

）

「
日
和
見
」
が
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
、
天

各
藩
に
は
お
抱
え
の



松
代
落
第
六
代
藩
、
王
真
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
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文
学
や
易
学
を
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
多
年
の
経
験
か
ら
生
じ

た
勘
に
た
よ
っ
た
日
和
見
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
「
日
和
見
」

的
な
存
在
が
、
地
域
社
会
の
秩
序
を
維
持
し

が
、
暦
を
作
り
、
時
間
を

て
い
た
と
指
摘
す
る
o

「
自
和
見
い

理
す
る
存
在
だ
と
す
る
な
ら
、
「
日
和
見
」

は
、
藩
主
の
領

地
・
領
民
支
配
に
重
要
な
存
在
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
俗
信
で
あ
る
に

せ
よ
藩
主
の
栄
光
に
影
を
落
と
す
も
の
は
徹
底
的
に
排
除
さ
れ
た

い
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
重
ね
祝
を
し
た
り
、
虎

頭
の
肖
像
画
を
画
か
せ
て
杷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
時
の
管
理
者

で
あ
る
藩
主
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
も
の
だ
っ
た
と
も
い
え

る

五

虎
に
つ
い
て

諸
橋
轍
次
は
、

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

中
国
で
も
虎
は
陽
物
、
だ
と
い
わ
れ
て
い
て
、
元
来
、
七
の
数

を
陽
気
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
虎
は
胎
内
に
あ
る
こ
と

七
か
月
に
し
て
生
ま
れ
、
首
か
ら
尾
ま
で
の
長
は
七
尺
（

尺
は
日
本
の
八
寸
）
だ
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

コ
ジ
ツ
ケ
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
虎
が
陽
物
で
あ
る
こ
と

に
は
ま
ち
が
い
は
な
い
。

七
つ
自
の
干
支
が
た
ま
た
ま
「
寅
」
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
鼠
や

蛇
で
は
な
く
虎
図
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
虎
だ
か
ら
こ

そ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
な
か
に
藩
主
と
し
て
の
威
厳
を
感
じ
さ
せ
る
絵

な
の
で
あ
る
。

芦
田
正
次
郎
は
「
虎
」
関
す
る
次
の
よ
う
な
習
俗
を
紹
介
す
る
。

。。

虎
は

字
の
紋
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
虎
頭

と
呼
ん

で
、
子
供
の
帽
子
や
靴
の
正
面
に
虎
の
顔
を
縫
い
つ
け
、
そ

の
額
に
横
一
二
本
の
し
わ
を
描
き
、
さ
ら
に
そ
の
中
心
に
縦
の

一
本
の
線
を
入
れ
「
王
」
の
字
に
し
た
と
い
う
。

吉
野
裕
子
は
、

行
（
木
火
土
金
水
）

の
な
か
で

は

「
木
気
の
始
め
い
に
相
当
し
、
し
か
も

行
の
な
か
で
、
生
命
が

あ
り
形
が
あ
る
も
の
は
木
気
だ
け
な
の
で
、

は

生
ま
れ
出

る
も
の
、
動
き
始
め
る
も
の
、
顕
現
す
る
も
の
」
と
い
う
本
性
が



あ
る
と
い
う
。
吉
野
は
、
年
頭
の
呪
物
と
し
て
張
り
子
の
虎
を
飾

っ
た
り
、
高
貴
な
新
生
児
の
魔
除
け
と
し
て
虎
の
頭
を
産
湯
に
浸

し
た
り
し
た
例
を
紹
介
す
る
。

貴
山
朝

孫
子
寺
に

は
、
寅
の
年
の
寅
の
月
の

の
日
に
聖
徳
太
子
の
前
に
毘

沙
門
天
が
出
現
し
、
崇
仏
派

の
蘇
我
氏
が
廃
仏
派
の
物
部

氏
に
勝
利
し
た
と
い
う
伝
承

が
あ
る
。
毎
月
寅
の
日
を
縁

日
と
し
、
寅
の
月
（
二
月
）

に
毘
沙
門
天
の
御
開
校
を
行

う
。
松
永
久
秀
の
築
城
の
地

で
も
あ
り
、
多
く
の
武
将
が

議
野
寵
秀
『
日
本
博
物
誌
年
表
』
に
よ
る
と
、
文
献
に
記
述
さ

戦
勝
祈
願
を
し
て
い
る
。

れ
た
虎
の
記
事
と
し
て
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
「
日
本
書
紀
』
欽

か

し

わ

で

は

す

ひ

明
朝
の
も
の
で
あ
る
。
「
膳
臣
の
巴
提
使
」
は
壱
岐
守
家
行
の
郎

等
で
あ
っ
た
が
、
罪
を
得
て
親
子

日
本
文
学
会
誌

一
十
八
号

入
新
羅
に
逃
げ
の
び
る
。
と

こ
ろ
が
一
子
を
虎
に
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
敵
の
虎
を
射

と
め
て
日
本
に
虎
皮
を
持
ち
帰
り
罪
を
許
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
中

国
と
の
貿
易
や
、

の
朝
鮮
出
兵
、
ま
た
、
江
戸
時
代
に
入
つ

て
か
ら
は
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
に
際
し
て
、
生
け
捕
り
の
虎
や
虎

の
皮
が
日
本
に
は
い
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
人
が
し
ば
し
ば
虎
を

自
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
虎
は
ま
、
ぎ
れ
も
な
く
武
門
の
為
政
者

の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

4
1日
は
寅
の
月
で
あ
る
。
吉
野
裕
子
に
よ
る
と
「
正
月
は
木
気

色
は
青
、
易
の
卦
は
『
地
天
泰
ヘ
万
象
和
合

の
時
で
あ
る
」
と
い
一
切
o

「
七
ツ
目
之
虎
図
」
が
、
天
明

の
初
め
の
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年

（
一
七
八
二
）

の
寅
月
に
画
か
れ
た
と
夢
想
す
る
な
ら
、
宮
（

年
・
寅
月
・
七
ツ
自
の
寅
を
重
ね
る
祝
意
も
読
み
と
る
こ
と
が
で

年
C
寸心。

一」
／＼ 

七
に
つ
い
て

で
は
、
「
七
つ
自
の

は
な
ぜ
七
つ
目
な
の
だ
ろ
う
か
。

近
年
は
、
七
つ
自
の
干
支
が
、
十
二
支
を
時
計
状
に
並
べ
た
と
き

に
対
角
線
上
に
来
る
こ
と
か
ら
「
向
か
い
干
支
」
（
裏
干
支
・
逆



松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
遊
び
心

さ
干
支
）

と
い
っ
た

い
方
も
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
七
つ

と
しミ

い
方
が
本
来
の

い
方
で
あ
る
以
上
、
「
七
」
と
い
う

数
字
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

宮
田
登
は
、
七
と
い
う
数
字
の
聖
性
に
つ
い
て
、
中
国
・
朝
鮮

すか
る8ら
。の

い
ろ
い
ろ
な
側
面
で
生
活
に
根
付
い
て
い
る
と

で、

七
に
つ
い
て
は
、
中
国
・
朝
鮮
と
同
様
に

の
一
つ
と
み

な
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん

に
よ
る
七

か
七
賢
、

七
難
、
七
仏
、
と
い
っ
た
語
が
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
本
来
通
過
儀
礼
に
お
い
て
は
七
歳
が
き
わ
め
て
重

祝
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

七
つ
子
の
祝
な
ど
に
み
る
よ
う

に
、
七
歳
の
子
ど
も
が
ち
ょ
う
ど
大
人
の
段
階
に
入
る
境
界

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
七
つ
の

も
の

成
長
を
村
の
氏
神
に
祈
願
す
る
。
そ
れ
も
収
穫
祭
の
秋
祭
り

の
折
に
行
う
の
が
、
七
歳
を
中
心
と
し
た
七
五
三
の
儀
礼
で

あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
年
齢
を
特
定
し
て
い
る
点
に
、
数
に
対
す

る
隠
れ
た
心
意
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
七
歳

に
つ
い
て
は
、
そ
の
習
俗
は
豊
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ナ
ナ

ト
コ
イ
ワ
イ
は
、
七
所
祝
と
記
し
、
南
九
州
一
体
で
行
わ
れ

て
い
る
。
七
歳
の
子
が
一
月
七
日
に
、
近
隣
七
軒
を
各
自
お

盆
を
持
っ
て
ま
わ
り
、
各
家
か
ら
雑
炊
を
も
ら
い
集
め
て
食

べ
る
。
そ
う
す
る
と
幸
運
に
恵
ま
れ
る
と
い
っ
た
り
、
病
気

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
合
も
七
の
数
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
七
軒
の
家
か
ら
布
を
も
ら
っ
て
着
物
を
作
る
と
い

う
の
は
、
佐
渡
島
の
事
例
で
あ
る
。
七
軒
の
（
永
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
物
を
貰
う
の
は
、
活
力
を
七
つ
の

に
付
加
さ
せ
る
た

め
と
し
て
い
る
。

聖
書
の
創
世
記
で
も
七
日
目
を
安
息
日
と
す
る
が
、
仏
教
で
も
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死
者
の
霊
を
あ
の
世
へ
送
り
出
す
際
に
七
司
を
一
区
切
り
と
し
て

様
々
な
儀
式
を
七
七

日
ま
で
続
け
る
。
「
七
日
目
」

に
つ
い
て
宮
田
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

（

1
四
九
）

か
つ
て
他
所
へ
出
か
け
て
行
っ
て
七
日
日
に
帰
宅
す
る
こ

と
を
忌
む
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
。

が
七
日

E
に
た
ま

た
ま
な
っ
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に
家
に
入
ら
な
い
で
、
村
内

の
別
の
家
に

泊
し
て
か
ら
戻
っ
た
り
し
た
。
七
日
目
に
帰



る
と
入
が
死
ぬ
と
ま
で
い
っ
て
お
り
、
一
フ
ッ
キ

i
－
セ
ブ
ン

な
ら
ぬ

日
な
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
初
七
日
な
ど
の
仏
事

に
関
わ
る
数
字
と
み
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

七
月
の
七
日
目
は
七
月
七
日
で
あ
り
、
七
日
盆
の
名
称
が

あ
っ
た
。
井
戸
や
池
を
さ
ら
っ
て
き
れ
い
に
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
慕
掃
除
、
金
物
み
が
き
な
ど
を
す
る
。
女
性
も
こ
の

日
に
髪
を
洗
う
と
よ
い
と
し
て
い
た
。
山
口
県
吉
敷
郡
下
で

は
、
こ
の
日
、
七
回
親
を
拝
み
、
七
回
海
に
入
っ
て
み
そ
ぎ

を
す
る
。
そ
し
て
七
回
仏
を
拝
み
、
七
回
飯
を
食
べ
る
も
の

だ
と
い
う
口
碑
が
残
っ
て
い
た
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
精
進
潔
斎

し
て
両
親
と
先
祖
に
仕
え
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
と
く

に
水
を
使
っ
て
被
い
、
冷
め
る
こ
と
が
七
月
七
日
に
課
せ
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
キ
リ
ス
ト
が

か
ら
、
数
字
の
一

三
日
に
処
刑
さ
れ
た
こ
と

一
一
を
嫌
う
。
日
本
人
は
、
「
死
」

の

に
通
じ

る
こ
と
か
ら
屈
と
い
う
数
字
を
忌
む
。
俗
信
と
は
い
え
、

ホ
テ
ル

の
部
屋
番
号
や
飛
行
機
の
座
席
な
ど
は
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
数
字

へ
の
こ
だ
わ
り
に
は
、
干
支
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
と
同
じ
よ
う
に

日
本
文
学
会
誌

第
二
十
八
号

根
強
い
も
の
が
あ
る
。

宮
本
袈
裟
雄
は
、
誕
生
儀
礼
や
葬
送
儀
礼
に
「
七
」
と
い
う
数

に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
の
は
、
七
に
こ
の
世
と
あ
の
世
の
区

切
り
を
象
徴
す
る
意
味
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
説
明
す
る
。

そ
の
た
め
「
赤
児
に
付
与
さ
れ
た

に
す
る
た
め

の
儀
礼
」
あ
る
い
は
「
死
後
の
儀
礼
は
肉
体
か
ら
分
離
し
た

を
あ
の
世
に
送
り
安
定
さ
せ
る
た
め
の
儀
礼
」
と
し
て
、
七
に
関

す
る
儀
礼
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
。

さ
ら
に
、
宮
本
は
、
平
安
時
代
の
七
月
七
日
の
七
夕
に
お
け
る

つ
こ
、
つ
で
ん

「
乞
巧
盤
〈
の
習
俗
」
に
言
及
す
る
。
南
北
朝
の
頃
よ
り
「
七
遊
び
」
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が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
七

り
、
七

の
詩
歌
を
作
っ
た

き
つ
こ
う
で
ん

の
管
弦
を
行
っ
た
り
す
る
遊
び
で
あ
る
。
乞
巧
実
は

織
女
に
ち
な
ん
で
機
織
り
な
ど
の
手
仕
事
の
上
達
を
祈
願
す
る
儀

式
で
あ
っ
た
が
、
短
冊
に
歌
を
骨
一
一
回
く
こ
と
か
ら
詩
歌
管
弦
の
遊
び

を
す
る
神
遊
び
の
要
素
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
、
宮
本
は
、
七
福
神

信
仰
が
成
立
す
る

町
時
代
に
は
、
名
数
遊
び
が
流
行
し
、

代
人
が
も
っ
て
い
た
神
と
人
と
を
繋
、
ぎ
畏
怖
を
含
ん
だ
呪
術
数
の

観
念
が
喪
失
」
す
る

方
で
、
「
遊
び
の

が
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
聖
数
七
の
観
念
が
一
層
強
め
ら
れ
た
と
み
る
べ
き



松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。
遊
び
の
要
素
が
強
ま
る
こ
と
で
、

呪
術
性
は
弱
ま
り
聖
性
が
強
ま
る
と
い
う
の
は

う
な
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
遊
び
の
要
素
」
を
靖
（
ハ

見
矛
盾
す
る
よ

レ
）
の
「
神
遊
び
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
日
常
的
な
労
働
（
袈

ケ
ガ
レ
）
に
対
立
す
る
と
い
う
意
味
で
、
聖
性
が
高
ま
り
、
個
人

的
日
常
的
な
呪
術
性
か
ら
は
遠
ざ
か
る
と
い
う
の
は
自
然
な
流
れ

だ
。
七
と
い
う
数
字
に
神
遊
び
の
要
素
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ

合
い
か
ら
、

死
に
関
す
る
禁
忌
を
避
け
る
と
い
う
意
味

よ
り
普
遍
的
な
祈
り
の
意
味
合
い
が
強
ま
っ
た
と
い

て
、
個
人
レ
ベ
ル
の

う
こ
と
だ
ろ
う
。

新
谷
尚
紀
は
、

「
遊
、
び
」
に
関
す
る
ホ
イ
ジ
ン
ガ
、

カ
イ
ヨ

ヮ
、
柳
田
国
男
、
折
口
信
夫
の
見
解
を
検
証
し
た
う
え
で
、
「
遊

い
わ
ば
社

び
」
は
「
無
秩
序
で
狂
乱
的
で
呪
的
な
力
に
満
ち
た
、

会
か
ら
の
一
時
的
離
脱
の
行
為
で
あ
り
、
神
祭
り
の
中
心
に
位
置

す
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
「
遊
び
」
は
「
人
々
が
危
機

た
と
き
に
突
発
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

に
あ
て
は
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
嫡
子
不
在
と
い
う
危
機
を
乗
り

越
え
、
官
位
昇
進
と
い
う
非
日
常
的
な
祈
り
を
達
成
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
聖
な
る
遊
び
と
し
て
七
つ
自
の
寅
の
衣
冠
図
が
杷
ら
れ

た
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
。

考
え
て
み
れ
ば
、
七
と
い
う
数
字
の
聖
性
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
聖
な
る
一
一
一
一
口
動
は
、
遊
び
の

の
有
無
に
よ
っ
て
、
個
人
の
幸

福
を
祈
る
も
の
と
不
特
定
多
数
の
幸
福
を
祈
る
も
の
に
分
か
れ

る
。
し
か
し
、
個
人
の

い
を
祈
る
こ
と
と
国
土
全
体
の
安
全
と

厄
災
忌
避
を
祈
る
こ
と
と
は
ひ
と
つ
の
こ
と
で
も
あ
る
。

の
虎
図
を
改
め
て
見
直
し
て
み
よ
う
。
こ
の
絵
か

ら
は
恐
ろ
し
き
ゃ
不
気
味
さ
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
、
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
絵
で
あ
る
。
何
か
心
の
余
裕
の
よ

つωつω

う
な
も
の
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

幸
弘
が
こ
の
絵
に
ど
ん
な
思
い
を
こ
め
た
の
か
、

ほ
ん
と
う
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
宮
位
昇
進
の
願
い
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る

の
な
い
養
子
幸
専
の
世
継
、
ぎ
問
題
の
解
決
を
願
い
、
真
由

家
の
繁
栄
を
祈
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
自
身
の
無
病
患
災
を

し

祈
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
す
べ
て
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど

れ
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の

に
関
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
和
歌
・
俳
諾
の
道
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

祈
っ
た
正
当
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
し
、
豊
作
や
領
内
の
救
済
を
祈

る
と
い
っ
た
公
の
祈
り
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
幸
弘
は
藩



主
で
あ
る
。
為
政
者
で
あ
る
以
上
、
自
分
の
身
の
幸
せ
を
祈
る
こ

と
は
聖
な
る
行
為
と
な
る
。

の
栄
光
を
祈
る
こ
と
に
つ
な

が
る
し
、
そ
の
こ
と
は
領
地
・
領
民
の
豊
か
さ
に
結
び
つ
い
て
い

E
・
ル
モ
ワ
l
ヌ
引
ル
ッ
チ
オ

i
ニ
は
、
人
間
と
衣
版
の
関
係

に
つ
い
て
、
「
衣
裳
を
つ
け
る
こ
と
、
衣
裳
で
身
を
覆
う
こ
と
、

こ
れ
は
顔
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
優
位
を
譲
る
こ
と
で
あ
る
」

（

ω） 

と
い
う
。
ル
ッ
チ
オ

i
ニ
に
よ
る
と
、
「
人
間
は
根
本
的
に
顔
で

話
す
」

の
で
、
仮
面
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
身
体
は
再
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
に
な
る
」
と
い
う
。

つ
ま
り
、
仮

面
は
、
衣
装
と
同
様
に
、
新
し
い
顔
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
。
そ
こ
に
、
な
り
た
い
自
己
や
、
普
段
は
潜
在
化
し
て
い
る

自
己
を
仮
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
の
虎
図
に
は
、
虎
と

い
う
王
者
を
象
徴
す
る
仮
面
に
衣
冠
束
帯
と
い
う
権
威
を
象
徴
す

る
衣
服
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
虎
が
正
装
を
す
る
と
い

う
非
現
実
性
が
、
自
由
な
遊
び
心
を
伝
え
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
こ
の
絵
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

い
つ
ど
の
よ

う
な
思
い
を
込
め
て
踊
か
せ
た
か
の
は
永
遠
の
謎
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
絵
は
実
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
か
け
る
。
為
政
者
に
し

日
本
文
学
会
誌

十
八
号

か
で
き
な
い
遊
び
心
の
あ
る
絵
で
あ
り
、
為
政
者
な
ら
で
は
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
干
支
に
関
す
る
俗
信
の
表
象
な

の
で
あ
る
。

な
る
も
の
と
俗
な
る
も
の
と
が
統
合
さ
れ
て
い

る
。
領
内
に
対
し
て
文
武
鍛
錬
・
質
素
倹
約
を
解
く
一
方
で
、
俳

詣
や
和
歌
の
宗
匠
・
師
匠
と
遊
芸
に
興
じ
た
幸
弘
な
ら
で
は
の
も

の
と
い
え
よ
う
。
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（
l
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

年
一

O
月）。

（2
）
吋
日
暮
硯
』
の
伝
本
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
の
引
用
は

濃
『
北
信
郷
土
叢
岳
一
一
日
』
巻
八
（
北
信
郷
土
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二

五
年
四
月
）
に
翻
刻
掲
載
の
『
鳥
寵
の
山
彦
』
（
真
田
宝
物
館
所

蔵
）
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
読
解
の
便
宜
を
は
か
り
読
点
・
送
り

仮
名
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（3
）
以
下
引
用
は
す
べ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
松
代
落

庁
と
記
録
松
代
藩
「
日
記
繰
出
ヒ
（
名
著
出
版
、
一
九
九
八
年

一
一
一
月
）
に
よ
る
。

（4
）
笠
井
助
治
「
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
（
古
川

広
文
館
、
一
九
六
九
年
間
三
月
）
に
よ
る
。
帯
陽
に
学
ん
だ
松
代

藩
士
に
関
野
石
城
、
鎌
涼
桐
山
が
い
る
。
石
城
は
、
は
じ
め
朱
子

学
を
学
ぶ
が
、
の
ち
に
但
徳
学
派
と
な
り
、
藩
の
稽
古
所
や
私
塾

翠
箪
館
で
教
え
た
。
文
政
一
三
年
日
八
六
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

桐
山
は
、
幸
弘
・
幸
専
・
幸
貫
の
三
代
に
家
老
と
し
て
仕
え
た
。

一
七
七
四
（
安
永
一
二
）
ト
一
八
五
ニ
（
嘉
永
五
）
。
学
問
を
好

み
、
岡
野
石
城
や
長
田
寺
住
職
千
丈
実
巌
に
学
び
、
江
戸
で
は
佐

藤
一
に
教
え
を
請
う
た
。
武
技
や
点
茶
、
横
笛
に
も
通
じ
、
私

開
い
た
。
朝
陽
館
で
は
佐
久
間
象
山
や
山
寺
常
山
も

郷
土
出
版
社
、
九
八

だ
（

九
年
七
月
に
よ
る
）
。

（

5
）
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

域
ー
」 松

代
審
第
六
代
藩
主
富
一
〈
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

二
版

第
十
巻
（
小
学
館
、

一0
0

の
交
遊
i

和
歌
・
俳
諾
が
む
す
ぶ
人
と
地

「
酒
井
忠
徳
の
俳
諾
と
思
想
」

O

四
年
七

月
二
五
日
・
於
鶴
間
市
致
道
博
物
館
〉
、
一
百
回
忌
講

演
会
〉
「
名
君
真
由
幸
弘
公
と
俳
諾
」
（
二

O
一
四
年
九
月
二
七

日
、
於
・
長
野
市
松
代
公
民
館
）
。

（
6
）
井
上
敏
幸
「
真
田
幸
弘
の
俳
話
｜
真
田
幸
弘
の
俳
諾
資
料
｜
」

吋
近
世
中
・
行
為
松
代
藩
富
一
（
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
話
・
漢
詩
文

及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究
」
論
文
篇
・
資
料
篇
第
一
部
、
二

O

O
一
一
年
三
月
）
、
伊
藤
善
隆
「
真
田
幸
弘
と
大
名
俳
諾
」
（
真
田
宝

物
館
展
示
図
録
吋
文
人
大
名
古
一
（
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』
一
一

O
一

二
・
九
）
、
拙
稿
「
松
代
落
主
・
真
田
幸
弘
の
文
芸
活
動
i

和
歌

と
俳
話
i

」
（
錦
仁
編
吋
中
世
詩
歌
の
本
質
と
連
関
、
一
一

O
一

二
・
五
、
竹
林
舎
』
、
「
松
代
落
第
六
代
藩
主
真
由
幸
弘
の
点
取
俳

諸
活
動
に
つ
い
て
l

安
永
年
時
を
中
心
と
し
て
i

」
（
『
松
代
』
第

二
四
号
、
二

O
一
O
年
一
一
一
月
）
等
参
照
。

（7
）
た
と
え
ば
、
俳
諾
を
通
じ
て
幸
弘
と
親
し
か
っ
た
熊
本
務
第
六
代

藩
主
細
川
重
賢
も
、
「
宝
一
踏
の
改
革
」
を
断
行
し
、
中
興
の
担
と

一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
堀
平
田
左
衛
門
勝
名
を
家
老
に
登
用
し
、
官
僚
機
構

を
整
構
し
、
奉
行
の
職
務
を
明
確
化
し
て
行
政
と
可
法
を
分
離
さ

せ
た
ほ
か
、
倹
約
令
を
発
布
し
、
藩
校
時
習
館
を
設
置
し
た
。
桔

両
落
の
儒
医
亀
井
南
冥
は
熊
本
を
訪
れ
て
細
川
重
賢
の
宝
暦
の
改

革
に
共
鳴
し
、
福
岡
藩
主
黒
田
治
之
に
宝
暦
の
改
革
の
概
要
を
知

ら
せ
る
べ
く
『
肥
後
物
語
（
熊
本
但
談
ど
を
執
筆
し
て
提
出
し

た
。
同
書
は
真
田
家
に
も
伝
来
す
る
。

（8
）
『
花
月
日
記
』
本
文
の
引
用
は
、
木
村
三
四
五
口
一
編
校
♂
化
月
日
記

文
化
九
年
・
十
年
』
（
九
八
六
・
一
、
一
店
）
に
よ
る
。

（

9

）

引

用

は

下

人

（

一

九

四

一

六
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丹
）
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

（
叩
）
前
掲
港
（
6
）
の
井
上
論
文
。

（
口
）
引
用
は
、
日
本
随
筆
大
成
別
巻
3

一

館
、
一
九
九
六
年
七
月
新
装
版
）
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

（
ロ
）
引
用
は
、
小
池
正
胤
・
叢
の
会
編
初
期
草
双
紙
集
成
コ
の
絵

本』

W
U

（
国
各
一
一
日
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
六
月
）
所
収
の
翻
刻
に
よ

る。

（
日
）
同
右
「
解
説
」
（
小
池
正
胤
執
筆
）
。

し
ち
り
の
わ
た
し

（
日
）
近
松
半
二
『
東
海
道
七
艇
梁
』
（
安
永
田
年
〈
一
七
七
五
〉
）
に

も
、
「
我
君
は
卯
の
御
年
、
七
ツ
目
は
鳥
な
れ
ば
、
是
を
御
寵
愛

な
さ
る
〉
は
御
運
の
守
、
一
家
中
の
者
共
も
、
銘
々
の
年
に
寄

て
、
各
七
ツ
日
が
異
れ
共
、
残
ら
ず
鳥
を
紋
に
付
る
も
、
偏
（
ひ

と
へ
）
に
御
前
の
御
恵
に
、
帰
服
仕
る
故
の
事
」
（
帝
国
文
産
水
谷

弓
彦
校
訂
『
近
松
半
ニ
浄
瑠
璃
集
』
持
文
館
、
一
八
九
九
年
四

月
）
と
書
か
れ
る
。
家
臣
た
ち
が
、
自
分
の
干
支
の
七
つ

視
し
て
、
殿
の
干
支
の
七
つ
日
の
紋
を
付
け
て
殿
の

う
と
し
て
い
る
場
顕
で
あ
る
。

（
日
）
泉
名
月
「
鏡
花
と
兎
」
（

一
九
九

「
誕
生
と

（日）
年
八
月
）
。

（
口
）
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
は
の
出
生
数
は
一
一
六
万
九

七
四
入
、
前
年
が
一
八
二
万
三
六
九
七
入
、
翌
年
が
一
九
一
一
一
万
五

六
四
七
人
で
あ
る
か
ら
、
激
減
と
い
え
る
。
板
橋
は
、
前
掲
吾
一
一
向

で
、
（
当
時
）
が
人
口
減
の
原
国
を
「
ひ
の
え
う
ま
」
の

9 

2 （
古
川
弘
文
館
、

川
弘
文

の

河
出

0
0七

影
響
と
し
て
い
る
こ
と
（
の
指
標
』
一
九
九
七
年
）
に

及
す
る
。
ま
た
、
群
馬
県
勢
多
郡
粕
川
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
丙
午
俗
信
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
田
一
年
の
出
生
率
が
前
年
度
比
六
割
に
ま
で
落
ち
込
み

ん
だ
と
い
う
。
丙
午
俗
信
の
影
響
力
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が

わ
か
る
。

（
認
）
向
展
覧
会
図
録
（
仙
台
市
博
物
館
、
二

O
一
五
一

O
月）。

（mw
）
諸
橋
轍
次
『
十
二
支
物
語
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
年
一
一

月
）
。
引
用
は
、
諸
橋
轍
次
著
作
集
第
九
巻
（
一
九
七
五
年
九

月
、
大
修
館
書
店
）
に
よ
る
。

（
初
）
｛
呂
田
登

J
u
本
を
語
る
王
権
と
日
和
見
』
（
古
川
弘
文
館
、
二

0
0
六
年
一
一
月
）
。

（
幻
）
前
掲
注
（
日
）
に
向
じ
。

（
幻
）
芦
田
正
次
郎
吋
動
物
信
仰
事
典
』
（
北
辰
堂
・
二

O
O九
年
四
月
）
。

（
お
）
吉
野
裕
子
『
十
二
支
』
（
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
七
月
）
。

（
弘
）
犠
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
年
表
』
（
平
凡
社
、
二

O
O
一
一
年
六

月
）
掲
載
の
主
な
虎
関
連
記
事
は
次
の
と
お
り
。

か
し
は
で
の
お
み
は
す
ひ

五
四
五
欽
明
六
争
十
一
月
膳
臣
巴
提
便
が
百
済
か
ら
虎

の
皮
を
持
ち
帰
る
（
書
記
）
。

六
八
六
朱
鳥
一
惨
四
月
十
九
日
新
羅
の
貢
物
が
筑
紫
よ

り
届
く
。
そ
の
な
か
に
馬
一
・
蝶
（
品
ノ
バ
）
一
・
犬
一
・
虎

皮
・
豹
皮
お
よ
び
薬
物
の
類
が
あ
っ
た

一
五
七
五
天
正
二
＠
明
船
、

田
・
象
一
・
孔
雀
・

暦
両
面
観
）
。

に
来
航
、
虎

を
持
ち
渡
る
（
長
崎
年
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松
代
藩
第
六
代
議
、
王
宮
内
田
幸
弘
の
遊
び
心
（
平
林
）

五
九
三
文
禄
二
＠
二
月
二
十
日
、
亀
井
武
蔵
守
新
十

郎
、
稀
に
み
る
大
虎
を
朝
鮮
で
し
と
め
る
。
秀
吉
に
贈
ら
れ
た

皮
は
、
天
皇
も
御
覧
に
な
る
（
寛
政
家
譜
）
。

き
っ
か
わ
ひ
ろ
い
え

一
五
九
四
文
禄
一
一
一
＠
十
二
月
、
古
川
広
家
が
朝
鮮
よ
り
秀

吉
に
生
虎
を
送
る
（
史
料
綜
覧
）
。

一
六

O
ニ
慶
長
七
＠
六
月
二
十
八
日
、
交
祉
（
コ

i
チ、

現
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
船
が
長
崎
に
着
い
た
と
の
知
ら
せ
が
、
こ

の
日
江
戸
に
届
く
。
家
康
へ
の
献
上
品
の
な
か
に
象
一
・
虎

一
・
孔
雀
こ
が
あ
り
、
虎
は
長
崎
に
留
め
置
き
、
そ
の
ほ
か
は

上
京
さ
せ
る
（
通
航
一
覧
一
七
ニ
。
＠
八
月
十

E
、
家
康

は
、
前
項
の
象
を
豊
臣
秀
頼
に
贈
っ
た
（
史
料
綜
覧
）
。
の

ち
、
虎
も
進
呈
し
た
ら
し
い
。

一
七
一
九
享
保
四
＠
十
月
一
日
、
吉
宗
、
朝
鮮
国
使
節

（
通
信
使
）
を
引
見
。
朝
鮮
か
ら
の
進
物
中
に
、
人
参
五

O

斤
・
虎
皮
一
五
張
・
豹
皮
一
一

O
張
・
魚
皮
一

O
O張
・
鷹
子
二

O
連
・
鞍
篤
二
疋
が
あ
る
（
実
紀
）
0

（
お
）
吉
野
裕
子
『
五
行
循
環
』
（
人
文
書
院
、
一
九
九
二
年
三
月
）
。

（
お
）
｛
呂
田
登
『
日
本
を
語
る
俗
信
の
世
界
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

O

O
六
年
五
月
）
。

（
幻
）
同
右
。

（
お
）
宮
本
袈
裟
雄
『
庶
民
信
仰
と
現
世
利
益
』

O
三
年
九
月
）
。

（m
U
）
新
谷
尚
紀
『
ケ
ガ
レ
か
ら
カ
ミ
へ
』

年
二
月
）
。

（初）

E
・
ル
モ
ワ
l
ヌ
ー
ル
ッ
チ
オ
l
ニ

（
東
京
堂
出
版
、

（岩田舎一一日段、

吋
衣
服
の
精
神
分
梼
』

。
九
九
七

業
図
書
、

一
九
九
三
年
五
月
）
。

盛
岡
大
学
日
本
文
学
会
平
成
二
七
年
度
春
季
大
会
（
一
一

O

月
三

O
日
）
に
盛
岡
大
学
で
「
大
名
の
和
歌
と
俳
諾
l

松

代
藩
主
真
由
幸
弘
l

」
と
題
し
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を

元
に
し
て
い
る
。
資
料
の
関
覧
・
掲
載
に
際
し
て
、
長
野
市
文
化
財

等
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）
の
ご
高
配
を
得
た
。
同
館
学
芸
員

山
中
さ
ゆ
り
氏
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
盛
岡
大
学
の

関
係
者
の
方
々
、
真
田
宝
物
館
、
山
中
氏
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
「
松

代
・
一
関
・
南
部
・
秋
田
各
藩
の
和
歌
活
動
・
俳
諸
活
動
に
よ
る
大

名
文
化
圏
形
成
の
新
研
究
」
（
一
一

O
二
二
年
l
ニ
O
一
五
年
度
・
研

究
代
表
平
林
香
織
）
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。

＊
本
稿
は
、
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